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MIPS 2022
三田哲学会哲学・倫理学部門例会

日時：2022年 10月 22日（土）11:00～17:30

場所：三田キャンパス第一校舎 1階 101番教室

【個人研究発表】

11:00–11:35 笹倉暢之（文学研究科博士課程）

題目「類的対象へのアプローチと文法—カヴェル、ロー
ゼンツヴァイク、ウィトゲンシュタイン」

11:40–12:15 小関健太郎（文学研究科博士課程）

題目「マイノングの様相理論における内付性の概念」

13:15–13:50 西川耕平（文学部非常勤講師）

題目「経験と学習:ドゥルーズとデューイ」

13:55–14:30 長門裕介（大阪大学社会技術共創研究センター特任助
教）

題目「汚名をそそぐ生き方の善さ:更生した元不良を称
賛することについて」

14:35–15:10 源河亨（九州大学大学院比較社会文化研究院講師）

題目「「優しい味」のどこが「優しい」のか」
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【講演】

15:20–16:20 荒畑靖宏（文学部教授）

題目「「事実の形而上学から始まることの意味を考えた
ことがあるか――『論考』解釈をふりだしに戻す」

司会柏端達也（文学部教授）

16:30–17:30 成田和信（創価大学文学研究科教授）

題目「「大切さ」と「大切に思う」について」

司会奈良雅俊（文学部教授）
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